
栃木県内の農業関係学科のある高校（宇都宮白楊、鹿沼南、小山北桜、栃木農業、真岡北
陵、那須拓陽、矢板）で学ぶ生徒（１年生及び３年生）に農業関係学科で学ぶ意義や高校卒
業後の進路希望など、アンケート調査を実施しました。調査結果は次のとおりです。

令和7年度農業高校生の意識調査

栃木県高等学校教育研究会農業部会 「令和７年度農業高校生の意識調査」より

回答者数：564名
アンケート実施時期：令和７年７月

１年生

１ あなたが今学んでいる高校への入学を希望した理由は次のどれですか。
あてはまるものを３つ以内で答えてください。

「学科で学ぶ内容に興味があったから」が
266人（47.2％）と最も多い。

２ あなたが中学生の時に、今所属している学校の事や学科の内容をどのようにして知りましたか。
主に情報を得たもの２つ選んでください。

「学校の一日体験学習」が
306人（54.3）と最も多い。

（棒グラフの単位：人）
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４ 現在、興味を持っている分野を3つ以内で答えてください。
      学科の専門と関係していることでも、それ以外のことでもかまいません。

３ あなたが高校の３年間の活動で、特にやってみたいと思っていることを２つ選んでください。

５ 現在考えている高校卒業後の進路希望を１つ選んでください。

「イネや野菜、果樹などの作物の栽培」が
280人（49.6％）と最も多い。

「専門の技術を身に付ける」が365人（64.7％）
と最も多く、次に「資格をたくさん取る」が337
人（59.8%）と多い。

「学科の専門で学んだことを活かせる仕事に就職」が189人（33.5％）と最も多く、進学・就職等別の割合
では、就職希望が270人（47.9％）、進学希望が221人（39.2%）である。

７
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１ あなたが今学んでいる高校への入学した動機は次のどれですか。
      あてはまるものを３つ以内で答えてください。

２ あなたが今学んでいる高校の魅力は次のどれですか。
      あてはまるものを３つ以内で答えてください。

３ あなたが高校の3年間の活動で、特に一生懸命取り組んだと思っていることを２つ選んでください。

回答者数：500名
アンケート実施時期：令和７年12月

３年生

「自由にのびのびした雰囲気」が
160人（32.0％）と最も多く、次に
ほぼ同数で「動物や植物に触れるこ
とができた」が157人（31.4％）、
「専門的な勉強をして、技術が身に
ついた」が155人（31.0％）と多い。

「学科で学ぶ内容に興味があったから」が
199人（39.8％）と最も多い。

「専門の技術を身に付ける」が
365人（73.0％）と最も多い。

（棒グラフの単位：人）
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４ 高校生活で特に身に付いたと感じていることを２つ選んでください。

５ 高校卒業後の進路を１つ選んでください。

「学科の専門に関する知識や技術」が
324人（64.8％）と最も多い。

令和７年度のアンケートでは、１年生564名、３年生500名から回答があった。

１年生の結果を見ると、高校入学の動機では、「学科で学ぶ内容に興味があったから」
と回答した生徒が最も多かった。特に専門技術の習得や資格取得への意欲が高い生徒が多
く、分野別では作物栽培のほか、動物関係、食品関係への関心が高かった。

卒業後は、就職、進学とも学科の専門で学んだことを活かせる分野へ進みたいと考えて
いる生徒が多くみられた。

３年生においても、高校入学の動機は、「学科で学ぶ内容に興味があったから」と回答
した生徒が最も多かった。入学後は専門技術の習得と、たくさんの資格を取ることに努め、
専門知識や技術が身に付いたと感じている生徒が多くみられた。
   自身が学んでいる高校の魅力については、「自由にのびのびした雰囲気」「動物や植物
に触れることができた」「専門的な勉強をして、技術が身に付いた」という回答が多く、
生徒たちにとって、生活環境及び専門的な学習環境が充実していることがうかがえる結果
であった。

ままととめめ

「就職」する生徒の割合が253人（50.6％）と多く、うち、就職先は「専門で学んだこととは異なる」が
152人（30.4％）、「専門で学んだ事に関連」が101人（20.2％）である。

一方、「進学」する生徒の割合は211人（42.2％）であり、うち、進学先は「専門で学んだこととは異な
る」が120人（24.0％）、「専門で学んだことに関連」が91人（18.2％）である。

９

9


